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１ はじめに

本校は名古屋市立工芸学校として大正６年

に創立され、まもなく１００周年を迎える歴

史のある学校である。都市システム科、建築

システム科、インテリア科、デザイン科、グ

ラフィックアーツ科、電子機械科、情報科の

特色ある７つの学科があり、多くの卒業生が

エンジニア、デザイナーのスペシャリストと

して企業の第一線で活躍している。

在校生も全国を飛び回って、ものづくりや

創作活動に積極的に挑戦し、技能五輪国際大

会に２大会連続で日本代表に選ばれるなど活

躍している。

２ 取り組みの経緯

近年、日本では、東日本大震災をはじめ、

広島の土砂災害、御嶽山の噴火等の自然災害

が多発しており、多くの方が被災している。

本校では、２０１１年東日本大震災を受け

て、生徒、教員に防災、減災に関する意識が

高まり、工芸高校として何ができるのかを考

え、平成２４年度より課題研究で取り組みを

始めた。平成２６・２７年度、愛知県高大連

携高校生防災教育推進事業「高校生防災セミ

ー」に参加し、活動が本格化した。また、平

成２７年度、内閣府主催「防災教育チャレン

ジプラン」に採択された。

３ 「高校生防災セミナー」

自然災害に対する知識や技術の習得による

防災対応能力の向上と災害時に活躍できる防

災リーダーの育成を目的とした、高大連携高

校生防災教育推進事業「高校生防災セミー」

に第Ⅴ期校として、４名の生徒が参加した。

名古屋大学減災館での防災に関わる講義やＤ

ＩＧ、ＨＵＧなどの演習を受け、工芸校とし

て２つのテーマを持って取り組んだ。

取り組みのテーマ①

明日のために

～生徒一人ひとりと学校のスキルアップを

  目指して～

防災に関する知識や技術を高め「助けられ

る側」から「助ける側」の人間を目指して取

り組んだ。

（１）防災サポーター募集

   防災講話時に、全校生徒に向けてセミナ

ーの報告会とサポーター募集ポスターを作

成した。

（２）文化祭 防災ブース設置、運営

   本校文化祭において、起震車体験と東日

本大震災パネル展示を行った。

（３）工芸高校災害時活用備品ガイドブック

  各工業科に災害時に活用できる備品の調

査を行い、ガイドブックを作成した。

  

取り組みのテーマ②

「つなぐ」

～地域、企業、役所、学校の連携を目指

して～

  地域、企業、役所、学校が連携し、ともに

助け合い協力しあうことの大切さを学び、地

域と共に生きる素晴らしさを体験することを

目的に取り組んだ。

（１）キッズ防災ボランティア

   近隣の児童館で開催された防災フェステ

ィバルにボランティアスタッフとして参加

した。

（２）宿泊型防災訓練参加

   名古屋市教育委員会主催で行われた宿泊

訓練に参加し、避難所設営、運営、ＡＥＤ

訓練等を行った。

（３）災害かまどベンチ製作

   常時はベンチ、災害時はかまどとして活

用できるベンチを、近隣小学校に製作し、

寄贈した。

（４）近隣小学校合同防災訓練

   災害かまどベンチ製作を行った小学校に

おいて、ＰＴＡ、区役所、上下水道局と連

携して防災訓練を開催した。
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効果と課題

生徒達は企画段階から関係機関と打ち合わ

せに参加し、高い意識を持って、一つ一つの

イベントに取り組むことができた。

生徒達は地域、企業、役所、学校が連携し

て一つの企画を作る難しさ、大変さにぶつか

りながらも、楽しさを感じ、防災リーダー、

防災サポーター共に、防災、減災に関する知

識や技術、地域と共に生きる助け合いの心な

ど多くの事柄を身につけることができた。

今後もこの取り組みを継続、発展させ、工

芸高校生を始め、教員、地元地域の住民など

多くの人たちに防災、減災に関する知識、技

術、考え方を広めていかなくてはならない。

４ 「防災教育チャレンジプラン」

いつやってくるかわからない災害に備え大切

な命を守り、できるだけ被害を減らし、万が一

被害にあった時、すぐに立ち直る力を一人ひと

りが身につけることを目的とした「防災教育チ

ャレンジプラン」に採択された。

「つなぐ」 ～地域、企業、行政、学校の架

け橋を目指して～ をプラン名に掲げ取り組み

を行っている。

取り組みのテーマ①

都市システム科において、工業科目「実習」

の１テーマに「防災実習」を３学年全てに取り

入れた。災害時、自分の命は自分で守る「自助」

の意識と、自分の住む街・地域は自分たちで守

る「共助」の意識を高め、自ら考え、行動でき

る生徒の育成を目指して、平成２７年度より取

り組みを開始した。

防災実習を通して「限られた材料で、必要な

ものをつくる力」「自分の思いを相手に適切に

伝える力」「地域と連携し、協力する力」を身

に付け、適切な判断と行動をとる知識と技術を

習得することを目的に防災教育に取り組んでい

る。

１年生（３時間×６）

１．ガイダンス、防災講話（東区役所防災

担当者より）

２．調べ学習（災害の種類、歴史など）

３．液状化実験、紙ぶるる

４．ＣＲＯＳＳ ＲＯＡＤ

５．校外見学（雨水調整池見学）

６．まとめ、発表、討論

２年生（２時間×６）

１．ガイダンス

２．ＣＲＯＳＳ ＲＯＡＤ

３．校内危険箇所、安全箇所の検証

４．校内ハザードマップの作成

５．校内ハザードマップの作成、まとめ

６．発表、討論

３年生（２時間×８）

１．ＣＲＯＳＳ ＲＯＡＤ、簡易トイレ・

間仕切り組立

２．避難所ＨＵＧ①

３．避難所ＨＵＧ②

４～７．防災総合実習

８．まとめ、発表、討論取り

組みのテーマ②

宿泊型避難訓練の開催

地域住民、企業、行政、生徒、教員を対象と

した１泊２日の宿泊型避難所設営、運営訓練を

１１月上旬に本校で行う予定である。また、工

芸高校７つの学科の特色を活かして、簡易ベッ

ド製作、簡易排水工事、サインディスプレイ作

成等ものづくりワークショップ開催し、地域の

方々にものづくりの素晴らしさを体験していた

だく予定である。

５ おわりに

教育は最大の防災対策である。生活を送る上

で、災害に遭わないことが最良である。しかし、

災害大国日本で自然災害とどのように向き合

っていくか、もし災害に遭った時にどのような

行動をとれるのか、その事を防災教育で伝えて

いくことが課題であるといえる。

最後に、防災教育等様々な活動を通して、新

たなるまちづくりに挑戦し、社会で活躍、貢献

できる技術者の育成を目指さなければならな

いと考える。

防災訓練 炊き出し宿泊訓練


